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ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
が
平
戸
市
全

域
に
発
足
し
て
い
る
。
最
初
の
ま
ち
協
が
発

足
し
て
10
年
、
最
後
の
ま
ち
協
が
平
戸
市
北

部
に
発
足
し
て
３
年
目
と
な
る
節
目
の
年
。

市
政
上
の
ま
ち
協
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
改
め
て

見
解
を
尋
ね
る
。

市
長　

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築

し
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
地
域
課
題
を
行

政
と
と
も
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
作
っ
た
組
織
で
、
市
民
協
働
を
担
う
組
織

の
中
で
「
中
核
的
立
場
」
と
し
て
、
区
長
会

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
今
の
地
域
運
営
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

ま
ち
協
の
交
付
金
に
つ
い
て
、
現
在
の

地
域
の
人
口
を
基
礎
と
し
て
算
定
す
る
方
法

で
は
、
今
後
の
人
口
減
少
と
共
に
交
付
金
が

減
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
の
交
付
金
算
定
の

見
直
し
の
時
期
に
、「
小
規
模
ま
ち
協
に
対

す
る
運
営
調
整
加
算
」、
ま
た
「
交
付
金
の

総
額
減
少
に
見
合
う
予
算
枠
の
確
保
」
と
い

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

総
務
部
長　

ま
ず
、
ま
ち
協
の
活
動
に
伴
う

予
算
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
の
責

任
と
し
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
議
員
の
提
案
に
つ
い
て

は
、
専
門
部
会
と
し
て
交
付
金
検
討
部
会
を

設
置
し
て
い
る
の
で
、
３
年
後
の
改
定
に
向

け
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

水
道
局
に
お
尋
ね
す
る
。
今
年
１
月
末

の
寒
波
で
は
、
被
害
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

被
害
概
要
の
説
明
を
求
め
る
。

水
道
局
長　

水
道
局
と
し
て
は
、
ま
ず
漏
水

箇
所
の
調
査
・
発
見
と
止
水
処
理
の
実
施
を

第
一
と
し
て
進
め
た
こ
と
、
ま
た
集
計
期
間

が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
被
害
件
数
で

約
１
５
０
件
で
あ
る
が
、
漏
水
量
に
つ
い
て

は
ま
だ
集
計
が
で
き
て
い
な
い
。

　
　

市
総
合
計
画
の
後
期
実
施
計
画
で
は
水

道
料
金
を
今
後
５
年
間
程
度
は
値
上
げ
を
せ

ず
に
済
む
よ
う
に
思
え
る
が
ど
う
か
。

水
道
局
長　

令
和
２
年
３
月
策
定
の
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
の
収
支
計
画
で
は
令
和
11
年
ご
ろ
ま

で
は
料
金
改
定
が
な
く
て
も
あ
る
程
度
運
営

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
給
水
収
益
減
少
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
電
気
料
金
お
よ
び

建
設
資
材
高
騰
に
よ
る
施
設
設
備
、
修
繕
費

用
増
加
に
よ
り
、
今
後
５
年
以
内
に
料
金
改

定
が
あ
り
得
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

QQQ QQ

𠮷
住　

威
三
美
（
平
戸
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
に
対
し
て

と
国
が
進
め
て
い
る
脱
炭
素
社
会
先
行
地
域

１
０
０
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

市
長　

脱
炭
素
選
考
地
域
１
０
０
の
指
定
を

目
指
し
、
昨
年
11
月
か
ら
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
設
備
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用

や
発
電
設
備
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に

関
す
る
事
業
化
可
能
性
調
査
お
よ
び
脱
炭
素

化
行
動
計
画
策
定
に
着
手
し
て
い
る
。
今
後

は
、
当
該
調
査
を
基
に
本
市
の
特
性
を
生
か

し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
事
業
、
事
業
規
模
、
導

入
地
域
の
選
定
な
ど
の
具
体
的
な
作
業
を
進

め
、
申
請
時
期
な
ど
を
含
め
決
定
し
て
い
き

た
い
。

市
民
生
活
部
長　

地
域
脱
炭
素
実
施
計
画
策

定
業
務
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
所
管
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
転
換
理
解
促
進
事

業
を
活
用
し
実
施
。
脱
炭
素
の
コ
ン
サ
ル
委

託
は
、
５
月
末
ま
で
の
完
了
を
見
込
ん
で
い

る
。
現
在
、
各
施
設
や
事
業
者
の
協
力
の
下

に
提
供
さ
れ
た
燃
料
な
ど
の
調
査
報
告
に
基

づ
き
、
施
設
別
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
容
量
、
配
置
計
画
、
工
事
費
な
ど
の
積

算
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

取
り
組
み
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長　

一
昨
年
、
実
証
を
開
始
し

た
熱
利
用
を
参
考
に
本
年
度
、
委
託
事
業
に

お
い
て
は
、
病
院
、
社
会
体
育
施
設
、
福
祉

施
設
、
林
業
施
設
な
ど
、
10
か
所
で
熱
利
用
、

農
林
水
産
施
設
２
か
所
で
の
発
電
利
用
に
つ

い
て
、
事
業
化
可
能
性
調
査
を
実
施
。
熱
利

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
証
中
の
施
設
と
同

規
模
程
度
で
、
導
入
設
備
コ
ス
ト
、
運
転
管

理
体
制
、
運
転
管
理
コ
ス
ト
、
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
効
果
、
経
済
効
果
を
算
出
し
、
導
入

に
向
け
た
方
向
性
を
示
す
。
発
電
利
用
に
つ

い
て
は
、
先
進
地
を
事
例
に
、
小
規
模
50　

規
模
で
熱
利
用
同
様
の
効
果
を
算
出
す
る
が
、

導
入
事
例
な
ど
が
少
な
い
の
で
、
当
初
は
実

証
レ
ベ
ル
で
の
導
入
を
検
討
し
、
公
共
施
設

や
民
間
施
設
な
ど
へ
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め

の
先
導
的
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
に
今
後
取
り

組
み
た
い
。

農
林
水
産
部
長　

平
戸
市
森
林
組
合
の
菌
床

し
い
た
け
生
産
施
設
の
暖
房
用
と
し
て
木
質

チ
ッ
プ
、
温
水
ボ
イ
ラ
ー
５
０
０
kw
級
１
基
、

２
０
０
kw
級
２
基
を
導
入
し
、
令
和
３
年
11

月
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し
、
令
和
４
年
度

に
通
年
で
の
運
用
デ
ー
タ
が
取
得
で
き
た
。

経
済
効
果
は
年
間
４
６
６
万
円
の
削
減
効
果

が
出
て
い
る
状
況
。

山
内　

政
夫
（
政
和
会
）

●
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る

●
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
う

QQQQ
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消
防
庁
消
防
施
設
整
備
計
画
の
中
に
、

平
戸
市
消
防
本
部
の
職
員
算
定
数
は
１
２
５

人
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
条
例
定
数
は
78

人
と
な
っ
て
い
る
が
、
算
定
基
準
と
な
る
要

因
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

消
防
長　

国
が
定
め
た
消
防
力
の
整
備
指
針

に
よ
り
算
定
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本

指
針
に
基
づ
く
本
市
の
算
定
人
数
は
、
車
両

に
対
す
る
人
員
が
１
０
１
人
、
通
信
員
６
人
、

予
防
要
因
７
人
、
総
務
事
務
職
員
11
人
の
合

計
１
２
５
人
と
算
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は

実
質
79
人
で
充
足
率
は
63
・
２
％
と
な
っ
て

い
る
。
県
下
の
各
消
防
本
部
の
状
況
は
佐
世

保
市
の
充
足
率
89
・
３
％
で
最
も
高
く
、
次

い
で
長
崎
市
が
87
・
２
％
、
県
下
10
本
部
の

平
均
は
70
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
当
本
部
は

上
か
ら
６
番
目
と
い
う
状
況
。

　
　

現
在
の
充
足
率
で
平
戸
市
の
消
防
活
動

が
十
分
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
か
。

消
防
長　

人
数
的
に
は
少
な
い
状
況
だ
が
、

平
戸
市
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
、
職

員
全
員
で
頑
張
っ
て
お
り
、
消
防
活
動
は
果

た
せ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

常
備
消
防
新
規
採
用
職
員
の
研
修
教
育

費
お
よ
び
研
修
期
間
に
支
払
う
給
与
な
ど
の

総
額
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

消
防
長　

新
規
職
員
を
採
用
す
る
と
、
約
半

年
間
の
初
任
科
教
育
と
、
約
51
日
間
の
救
急

研
修
と
あ
わ
せ
て
２
２
８
日
間
の
研
修
日
程

と
な
る
。
そ
れ
に
係
る
旅
費
お
よ
び
負
担
金

の
他
、
制
服
、
火
災
に
出
動
す
る
際
の
防
火

衣
な
ど
で
１
６
７
万
円
、
給
与
が
約
３
０
０

万
円
程
度
と
な
り
、
総
額
で
４
６
７
万
円
で

あ
る
。

　
　

常
備
消
防
新
規
採
用
職
員
は
研
修
教
育

費
が
一
人
当
た
り
４
６
７
万
円
を
要
し
て
い

る
。
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分

に
図
っ
て
大
事
に
し
、
離
職
者
が
出
な
い
よ

う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

消
防
長　

管
理
監
督
不
足
が
非
常
に
大
き
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
取
れ
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
か
ら
行
い
、
情
報
を
収
集
し
な
が
ら

細
か
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
も
す
ば
や
く
対
応

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

副
市
長　

こ
う
い
う
事
案
が
発
生
し
て
、
人

員
不
測
に
陥
っ
た
が
、
早
急
に
解
決
に
向
け

た
議
論
を
加
速
化
し
て
、
あ
る
べ
き
定
数
の

増
に
つ
い
て
議
論
し
な
が
ら
、
議
会
に
も
相

談
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

QQQQQQ

QQ

　
　

平
戸
市
の
申
請
率
、
交
付
率
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

本
市
の
令
和
５
年
２
月
19

日
現
在
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
率
は
70
・
65
％
、
交
付
率
が
58
・
08
％

と
な
っ
て
お
り
、県
平
均
の
申
請
率
77
・
57
％
、

交
付
率
62
・
52
％
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
。

申
請
率
、
交
付
率
が
県
平
均
を
下
回
っ
て
い

る
要
因
と
し
て
、
高
齢
化
の
進
行
や
キ
ャ
ッ

ス
レ
ス
決
済
普
及
状
況
、
カ
ー
ド
取
得
特
典

の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
使
用
で
き
る
店
舗
数

の
数
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
代
理
申
請
は

で
き
な
い
の
か
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
の
申
請
に
支
援
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
策

は
、
何
か
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
は
、
本
人
申
請
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、

来
庁
で
き
な
い
方
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
よ

る
申
請
や
郵
送
申
請
が
可
能
だ
が
、
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
の
中
に
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
や
申
請
方
法

が
分
か
ら
ず
に
申
請
で
き
な
い
方
も
い
る
と

思
わ
れ
、
支
援
が
必
要
と
な
る
方
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
今
後
ま
ち
協
や
地
域
の
協
力
を

仰
ぎ
、
各
地
区
で
の
受
付
や
個
別
受
付
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
国
に
お
い
て
も
、

代
理
交
付
、
申
請
補
助
の
柔
軟
な
対
応
に
向

け
て
の
法
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

国
の
動
向
に
注
視
し
、
普
及
促
進
に
努
め
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
民
生
活
部
長　
「
本
人
確
認
」、「
コ
ン
ビ

ニ
で
の
各
種
証
明
書
の
取
得
」、「
健
康
保
険

証
」、「
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
電
子
交
付
」、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行
政
手
続
」
な
ど
、
日

常
生
活
の
中
で
利
用
で
き
る
機
会
が
広
が
っ

て
い
く
。
平
戸
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
よ
る
と
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
拡
大
は
、
社

会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
鍵
と
な
り
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
た
め
、
今
後
も
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
課
と

連
携
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

高
齢
者
の
暗
証
番
号
の
守
秘
や
記
憶

へ
の
懸
念
、
万
が
一
の
情
報
漏
洩
な
ど
を
危

惧
す
る
声
も
多
く
聞
い
て
い
る
。
交
付
率
１

０
０
％
を
実
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
交
付
支

援
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
到
底
達
成
で

き
な
い
。
市
と
し
て
も
何
ら
か
の
手
立
て
を

講
じ
交
付
率
を
上
げ
、
市
民
全
て
に
平
等
な

利
便
性
が
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

各議員の　　　から一般質問の録画中継をご覧いただけます。QRQRQRQRQR

●
消
防
行
政
に
つ
い
て

　

⑴
常
備
消
防
職
員
の
適
正
な
職
員
数
に
つ
い
て

　

⑵
常
備
消
防
新
規
採
用
職
員
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て

　

⑶
パ
ワ
ハ
ラ
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